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Ⅲ．令和 7 年調査のまとめ 
令和 7 年の調査では、12,343 戸の農家を対象とし、7,176 戸から回答を得た。市全体の回収率は

58.1%であった。地区別で比較すると、平地地域は 57.3％、農山村地域は 58.6％であった。 
令和 7 年の鳥獣による農作物被害は、被害件数 5,434 件、被害面積 39.47ha、被害金額 140,713

千円であり、被害金額は前年に比べて 5,624 千円減少した。 
 
 
１ 鳥類による被害の状況 

鳥類（カラス、スズメ、ハト、ヒヨドリ、ムクドリ、カモ、その他鳥類）による被害面積は 9.85ha
であり、令和 6 年の 14.21ha に比べて 30.68％減少した。被害量は 168.36t であり、令和 6 年の
227.82t に比べて 26.1％減少した。被害金額は 34,809 千円であり、令和 6 年の 53,324 千円に比べ
て 34.72％減少した。 

以下、被害金額で比較すると、被害の割合は平地地域が 30,350 千円で 87.2％、農山村地域が 4,465
千円で 12.8％であり、平地地域に占める割合が高い結果となった。これは、令和 6 年と同等の傾向で
ある。 

鳥類別ではカラスによる被害が多く市内全域に被害が及んでいる。次に、スズメ、ヒヨドリ、ムクド
リと続きカラスと同様に市内全域に被害が及んでいる。その後カモ、ハトが続いている。 

鳥類による被害を地区別でみると高岡、猿投、挙母の順であった。また、作物別でみると、「梨」が
最も高く 7,291 千円で 20.95％、次いで「柿」が 7,048 千円で 20.25％、「桃」が 3,354 千円で 9.64％、
「水稲」が 2,997 千円で 8.61％、「ぶどう」が 1,884 千円で 5.41％という結果であった。 

 
（１）カラスによる被害の状況 

被害面積は 4.68ha であり、鳥類による被害面積の 47.5％を占めている。また、被害金額は 24,391
千円であり、鳥類による被害金額の 70.1％を占めている。カラスによる被害は、鳥類の中で被害面積・
被害件数・被害金額が最も高い。 

令和 6 年と比較すると、被害面積は 43.95％減少、被害金額は 41.39％減少した。カラスによる被
害は、令和 6 年に比べて面積、金額ともに減少した。 

以下、被害金額で比較すると、地域別では、平地地域が 21,918 千円で 89.9%、農山村地域が 2,475
千円で 10.1％であり、カラスによる被害は、平地地域に偏っている。 

主な被害作物は、「梨」が 6,842 千円で 28.1％を占め、次いで「柿」が 6,063 千円で 24.9％、「桃」
が 2,681 千円で 11.0％であった。 

地区別でみると、猿投地区が 8,720 千円で 35.7％と最も高く、次いで高岡地区が 8,319 千円で
34.1%、拳母地区が 2,732 千円で 11.2％であった。 

以上のことから、カラスによる被害は、主に平地地域で発生している。また、被害作物は「梨」や
「柿」、「桃」等果樹類が中心である。 
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（２）スズメによる被害の状況 
被害面積は 2.52ha であり、鳥類による被害面積の 25.6％を占めている。また、被害金額は 2,457

千円であり、鳥類による被害金額の 7.1％を占めている。 
令和 6 年と比較すると、被害面積は 20.5％減少し、被害金額は 30.7％減少した。スズメによる被

害は、令和 6 年に比べて面積・金額ともに減少した。 
以下、被害金額で比較すると、地域別では、平地地域が 2,171 千円で 88.32％、農山村地域が 287

千円で 11.68％であり、スズメによる被害は平地地域に偏っている。 
主な被害作物は、「水稲」が 1,787 千円で 72.73％を占め、次いで「飼料作物」が 147 千円で 5.98％、

「いちじく」が 145 千円で 5.9％であった。 
地区別でみると、拳母地区が 693 千円で 28.2％と最も高く、次いで高岡地区が 537 千円で 21.8%、

猿投地区が 456 千円で 18.6％であった。 
以上のことから、スズメによる被害は、主に平地地域で発生している。また、被害作物は「水稲」や

「飼料作物」の穀物類が中心である。 
 

（３）ヒヨドリによる被害の状況 
被害面積は 1.20ha であり、鳥類による被害面積の 12.2％を占めている。また、被害金額は 4,652

千円であり、鳥類による被害金額の 13.4％を占めている。 
令和 6 年と比較すると、被害面積は 10.1％増加し、被害金額は 6.9％増加した。ヒヨドリによる被

害は、令和 6 年に比べて面積・金額ともに増加した。 
以下、被害金額で比較すると、地域別では、平地地域が 3,915 千円で 84.1%、農山村地域が 739 千

円で 15.9％であり、ヒヨドリによる被害は平地地域に偏っている。 
主な被害作物は、「ぶどう」が 851 千円で 18.3％を占め、次いで「柿」が 658 千円で 14.1%、「桃」

が 546 千円で 11.7％であった。 
地区別でみると、高岡地区が 1,445 千円で 31.05％と最も高く、次いで猿投地区が 1,256 千円で

27.0%、上郷地区が 822 千円で 17.7％であった。 
以上のことから、ヒヨドリによる被害は、主に平地地域で発生している。また、被害作物は「ぶどう」

や「柿」などの果物類が中心である。 
 

（４）ムクドリによる被害の状況 
被害面積は 0.49ha であり、鳥類による被害面積の 5.0％を占めている。また、被害金額は 1,989 千

円であり、鳥類による被害金額の 5.7％を占めている。 
令和 6 年と比較すると、被害面積は 7.5％減少し、被害金額は 5.2％減少した。ムクドリによる被害

は、令和 6 年に比べて面積・金額ともに減少した。 
以下、被害金額で比較すると、地域別では、平地地区が 1,657 千円で 83.3%、農山村地域が 333 千

円で 16.7％であり、ムクドリによる被害は、平地地区に偏っている。 
主な被害作物は、「梨」が 418 千円で 21.0％を占め、次いで「いちじく」が 370 千円で 18.6%、

「桃」が 127 千円で 6.4％であった。 
地区別でみると、上郷地区が 895 千円で 45.0％と最も高く、次いで高岡地区が 489 千円で 24.6%、

松平地区が 169 千円で 8.5％であった。 
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以上のことから、ムクドリによる被害は、主に平地地域で発生している。また、被害作物は「梨」、
「いちじく」などの果樹類が多い。 

 
（５）カモによる被害の状況 

被害面積は 0.38ha であり、鳥類による被害面積の 3.9％を占めている。また、被害金額は 498 千
円であり、鳥類による被害金額の 1.4％を占めている。 

令和 6 年と比較すると、被害面積は 950.00％増加した。また、被害金額は 1059.57％増加した。
カモによる被害は、令和 6 年に比べて面積・金額ともに著しく増加した。 
以下、被害金額で比較すると、地域別では、平地地域が 89 千円で 17.9%、農山村地域が 408 千円

で 82.1％であり、カモによる被害は農山村地域に偏っている。 
主な被害作物は、「水稲」が 364 千円で 73.1％を占め、次いで「きゅうり」が 132 千円で 26.5%

であった。 
地区別でみると、松平地区が 276 千円で 55.5％と最も高く、次いで藤岡地区が 132 千円で 26.6%、

猿投地区が 85 千円で 17.1％であった。 
以上のことから、カモによる被害は、主に農山村地域で発生している。また、被害作物は「水稲」や

「きゅうり」であった。 
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２ 獣類による被害の状況 
獣類（イノシシ、シカ、サル、カモシカ、ハクビシン、アライグマ、タヌキ、ヌートリア、その他獣

類）による被害面積は 29.62ha で令和 6 年の 42.12ha に比べて 29.7％減少した。被害量は 376.60t
で令和 6 年の 556.47ｔに比べて 32.3％減少した。被害金額は 105,904 千円で令和 6 年の 93,013
千円に比べて 13.9％増加した。 

以下、被害金額で比較すると、被害の割合は平地地域が 42,764 千円で約 40.38％、農山村地域が
63,140 千円で 59.62％であり、農山村地域に占める割合が少々高い結果となった。これは、令和 6 年
の傾向とは異なり、市内全域に被害が広がっている。獣類別ではイノシシによる被害が最も高くその後
はシカ、カモシカ、ハクビシンと続く。 

獣類による被害を地区別でみると、猿投地区が最も高く 37,598 千円で 35.5％、次いで下山地区が
17,646 千円で 16.7％、足助地区が 13,001 千円で 12.3％の順であった。 

獣類による被害を作物別でみると、「茶」が最も高く 40,173 千円で 37.9％、次いで「水稲」が 15,553
千円で 14.7％、「桃」が 10,530 千円で 9.9％、「その他果樹」が 9,495 千円で 8.97％、「その他野菜
類」が 3,733 千円で 3.52％の順であった。 

 
（１）イノシシによる被害の状況 

被害面積は 20.11 ha であり、獣類による被害面積の 67.9％を占めている。また、被害金額は 82,307
千円であり、獣類による被害金額の 77.7％を占めている。 

令和 6 年と比較すると、被害面積は 20.6％減少した。また、被害金額は 52.0％増加した。イノシ
シによる被害は、令和 6 年に比べて面積は減少したが、金額は増加した。 

以下、被害金額で比較すると、地域別では、平地地域が 40,095 千円で 48.7%、農山村地域が 42,216
千円で 51.3％であり、イノシシによる被害の偏りは無く平地地域、農山村地域ともに被害が出ている。 

主な被害作物は、「茶」が 40,026 千円で 48.6％を占め、次いで「水稲」が 11,039 千円で 13.4%、
「桃」が 9,981 千円で 12.1％であった。 

地区別でみると、猿投地区が 36,651 千円で 44.5％と最も高く、次いで下山地区が 15,667 千円で
19.0%、足助地区が 6,142 千円で 7.46％であった。 

以上のことから、イノシシによる被害は、地域による偏は無く獣類の中では突出している。また、被
害作物は「茶」や「水稲」、「桃」など多岐にわたっている。 

 
（２）シカによる被害の状況 

被害面積は 6.59ha であり、獣類による被害面積の 22.2％を占めている。また、被害金額は 13,294
千円であり、獣類による被害金額の 12.6％を占めている。 

令和 6 年と比較すると、被害面積は 39.9％減少し、被害金額は 33.4％減少した。シカによる被害
は、令和 6 年に比べて面積、金額ともに減少した。 

以下、被害金額で比較すると、地域別では、平地地域が 369 千円で 2.78%、農山村地域が 12,925
千円で 97.22％であり、シカによる被害は、農山村地域に偏っている。 

主な被害作物は、「水稲」が 4,060 千円で 30.5％を占め、次いで「梨」が 2,692 千円で 20.2%、
「その他野菜類」が 1,277 千円で 9.61％であった。 

地区別でみると、稲武地区が 3,957 千円で 29.8％と最も高く、次いで足助地区が 2,938 千円で
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22.1％、藤岡地区が 1,451 千円で 10.9%であった。 
以上のことから、シカによる被害は、主に農山村地域で発生している。また、被害作物は「水稲」や

「梨」、「その他野菜類」など多岐にわたっている。 
 

（３）カモシカによる被害の状況 
被害面積は 1.46ha であり、獣類による被害面積の 4.93％を占めている。また、被害金額は 4,645

千円であり、獣類による被害金額の 4.39％を占めている。 
令和 6 年と比較すると、被害面積は 7.6％減少し、被害金額は 17.3％増加した。カモシカによる被

害は令和 6 年と比べ面積は減少したが、金額は増加した。 
以下、被害金額で比較すると、地域別では、平地地域が 480 千円で 10.3%、農山村地域が 4,166 千

円で 89.7％であり、カモシカによる被害は農山村地域に偏っている。 
主な被害作物は、「その他果樹」が 3,199 千円で 68.9％を占め、次いで「桃」が 443 千円で 9.54%、

「水稲」が 359 千円で 7.73％であった。 
地区別でみると、足助地区が3,047千円で65.6％と最も高く、次いで猿投地区が480千円で10.3%、

小原地区が 395 千円で 8.50％であった。 
以上のことから、カモシカによる被害は、農山村地域で多く発生している。また、被害作物は「その

他果樹」や「桃」、「水稲」などが中心である。 
 

（４）ハクビシンによる被害の状況 
被害面積は 0.62ha であり、獣類による被害面積の 2.09％を占めている。また、被害金額は 3,063

千円であり、獣類による被害金額の 2.89％を占めている。 
令和 6 年と比較すると、被害面積は 76.8％減少し、被害金額は 68.8％減少した。ハクビシンによ

る被害は令和 6 年と比べ面積・金額ともに減少した。 
以下、被害金額で比較すると、地域別では、平坦地域が 776 千円で 25.3%、農山村地域が 2,287 千

円で 74.7％であり、ハクビシンによる被害は農山村地域に偏っている。 
主な被害作物は、「とまと」が 636 千円で 20.8％を占め、次いで「きゅうり」が 302 千円で 9.86%、

「すいか」が 294 千円で 9.60％であった。 
地区別でみると、足助地区が 639 千円で 20.9％と最も高く、次いで小原地区が 462 千円で 15.1%、

石野地区が 363 千円で 11.9％であった。 
以上のことから、ハクビシンによる被害は、農山村地域で多く発生している傾向がある。また、被害

作物は「とまと」や「きゅうり」、「すいか」など野菜類が多い。 
 

（５）サルによる被害の状況 
被害面積は 0.14ha であり、獣類による被害面積の 0.47％を占めている。また、被害金額は 569 千

円であり、獣類による被害金額の 0.54％を占めている。 
令和 6 年と比較すると、被害面積は 41.7％減少し、被害金額は 27.6％減少した。サルによる被害

は令和 6 年と比べ面積、被害金額共に減少した。 
以下、被害金額で比較すると、地域別では、平坦地域が 0 円で 0.00%、農山村地域が 568 千円で

100.0％であり、サルによる被害の大部分は農山村地域である。 
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主な被害作物は、「その他果樹」が142千円で25.0％を占め、次いで「きゅうり」が99千円で17.4%、
「さつまいも」が 72 千円で 12.7％であった。 

地区別でみると、下山地区が 283 千円で 49.8％と最も高く、次いで足助地区が 105 千円で 18.5%、
松平地区が 82 千円で 14.4％であった。 

以上のことから、サルによる被害は農山村地域にて多く発生している。また、被害作物は「その他果
樹」、「きゅうり」や「さつまいも」などが中心である。 

 
 
３ 調査結果による分析 

令和 7 年の調査では、令和 6 年に比べて被害面積が 29.93％減少し、被害量は 30.52％減少、被害
金額は 3.84％減少した。鳥獣による被害は、令和 6 年に比べて被害量・被害金額のともに減少した。 

以下、被害金額で比較すると、鳥獣別では、鳥類による被害が 24.74％、獣類による被害が 75.26％
であった。 

鳥獣の種類別では、イノシシが 58.49％を占めており、最も高い。次いでカラスが 17.33％、シカ
が 9.45％、ヒヨドリが 3.30％、カモシカが 3.30％、ハクビシンが 2.18％であった。 

被害を受けた作物別では、「茶」が 28.55％で最も高く、次いで「水稲」が 13.18％、「桃」が 9.87％、
「その他果樹」が 8.19％であった。 

地区別では、猿投地区が 34.40％で最も高く、次いで下山地区が 12.94％、足助地区が 9.93％、高
岡地区が 8.02％、松平地区が 5.94％であった。 

豊田市の鳥獣による農作物被害は、獣類による被害が多く、農山村地域の占める割合が高い。鳥獣別
にみると、鳥類は平地地域に占める割合が高い。また、カラス、ヒヨドリによる被害は農作物全般にわ
たった。 

一方、獣類はイノシシとシカ、ハクビシンによる被害が農作物全般にわたっていることがわかる。 


